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・はじめに
　この地域を選んだ理由


私たちの住む地域にある駄菓子屋と公園などの過去と現在に至るまでの様々な変化が気になった。
　また、毎日友達と遊んだ公園などへの思い出を第三者に伝えたいと考え親しみ深い名古屋市北区を選んだ。
　これに加え、時代の変化による過疎化や場所などを過去のものににしたくないという想いがあることも選んだ理由の一つである。





↑福徳第二児童遊園地の隣にある道路と水飲み場。よくここで水分補給をしていた。








・やさしさにあふれる町
　　名古屋市北区


私たちが取り上げる名古屋市北区は住み心地が良く人との関りに優しさを感じる場所である。良い場所だったからこそ、特に小学生から中学生まで通った駄菓子屋と公園で遊んだ思い出は人生の半分を占めるほど鮮明かつ綺麗な記憶として私たちの記憶に刻まれている。




↑光音寺公園






・思い出すままに
　毎日通った駄菓子屋


　懐かしい光景、駄菓子屋に入ると小学生だった頃の思い出が蘇る。
　私たちが通い親しんだ駄菓子屋「たまこし」今もなお変わらず元気に営業していた。どんな年代の人も美味しさと懐かしさがある駄菓子、そしてたまこし名物揚げパンを求め店に訪れるのだ。時に十八時過ぎまで並ぶみんなの憩いの場になっている。
　
　
　
　
　
　




↑たまこしで買ったおやつを川中公園の休憩所で食べていたという思い出があり、再現した。






・店主の想い





↑たまこし店内の写真
反対側にも棚があり様々なお菓子が売られている。






小学生の時に通っていた私を見て何かを思い出すように話を始めた。たまこしさんは私のことを覚えていたのだ。それでも驚きなのなのだが私の友人のことも忘れずに覚えていた。このように一人ひとりの居場所になれるよう今も変わらず営業している。駄菓子屋たまこしは父の代から六十六年続く歴史のある駄菓子屋だ。これからも変わらず元気に営業を続けるそうだ。



・友情


　私たちが通い続けた三つの場所の公園は過疎化することなく子どもたちで溢れていた。そこには私たちが当時遊んでいた時と同じ笑い声が響いていたのだ。




↑福徳第二児童遊園地
この公園は、学校から近く私たちにとって通いやすい場所だった。この公園は他の公園と比べたとき小さい公園であったが、遊具が無いなりに子供の知恵を活かした遊びをしていた。








↑光音寺公園
住宅街の隣にある公園で横に長い公園である。公園には遊具などに加え隣には水が流れる川のようなものがある。地面も芝生になっており他の公園よりも自然豊かな公園である。








↑川中公園
この本で紹介した公園の中では一段と大きくみんなが集まりやすい場所だった。公園の隣にはグラウンドやバスケットゴールなどがありサッカーや野球、バスケットボールなど多くの球技をすることが出来た。また、駄菓子屋たまこしが近かったこともありお菓子を持ち寄って雑談などをした記憶がある。






・門限六時


　当時の私たちには、門限が定められ六時までには家に帰るといった家庭ごとの約束事の元公園などで遊んでいた。学校が終わるのが十五時過ぎだったため、遊ぶ時間は約三時間ほどである。そんな短い時間の中でも当時の私たちは鬼ごっこやかくれんぼなどのメジャーな遊びに加えて流行っていたゲーム機などのメディア機器を使いローカル通信を用いてゲームなども遊んでいた。三時間という短い時間の中で自分たちの想いのままに遊び友情を深めれたことは大切な記憶であり宝物である。








・終わりに




↑光音寺公園
この時計を見て私たちは時間を確認し門限に間に合うよう遊んでいた。このくらいの暗さになるとみんな一斉に帰宅していた。






　このマチオモイ帖を通して私たちは思い出を振り返ると同時に童心に帰っていた。この地域を選んだ理由として過疎化などを取り上げたが、現在でも子供の楽しそうな声、店主の優しさ、変わらぬ景色、当時からかなりの時間が経過してもそのままだった。これからも子どもたちの元気な声で響き渡る公園、たまこしの店主には元気で居続けて欲しい。
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